
まちのわだい…………………Ｐ２
第２回議会定例会……………Ｐ３
特定健診を受けよう…………Ｐ９
こんにちは国保係です…………Ｐ11
ふれあいライフ………………Ｐ14
健康な歯のこどもたち………Ｐ17

主な内容

2015
No.1247 広

報

藤崎小学校５年生による農業体験学習藤崎小学校５年生による農業体験学習



2 2015．7　広報ふじさき3 広報ふじさき 2015．7

補
正
予
算

■
一
般
会
計(

第
２
回)

人
事
異
動
に
伴
う
人
件
費
の
調
整

や
国
・
県
の
補
助
金
に
対
応
す
る

事
業
を
中
心
に
、
歳
入
歳
出
と
も

３
億
１
３
３
８
万
２
千
円
が
追
加

さ
れ
ま
し
た
。

■
特
別
会
計(

第
１
回)

・
国
民
健
康
保
険(

事
業
勘
定)

特
別

　

会
計　

２
０
５
万
２
千
円
追
加

・
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　

３
９
８
万
円
減
額

・
介
護
保
険(

事
業
勘
定)

特
別
会
計

　

９
万
２
千
円
追
加

・
水
道
事
業
会
計

　

収
益
的
収
支　

変
更
な
し

　
　
　
　
　
　
　

(

人
件
費
の
調
整)

・
下
水
道
事
業
会
計

　

収
益
的
収
支

　

41
万
１
千
円
減
額

・
下
水
道
事
業
会
計

　

資
本
的
収
支

　

２
万
５
千
円
追
加

　

平
成
27
年
６
月
５
日
か
ら
11
日
ま
で
、
平
成
27
年
第
２
回
藤
崎
町
議
会

定
例
会
が
開
か
れ
、
発
議
３
件
、
報
告
９
件
、
諮
問
１
件
、
議
案
11
件
に

つ
い
て
審
議
し
、
承
認
お
よ
び
原
案
通
り
可
決
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

平
成
27
年
第
２
回　

議
会
定
例
会

会
期 

６
月
５
日
〜
11
日
の
７
日
間

平成27年第２回　議会定例会

４
月
３
日
の
白
子
地
区
水
害

に
つ
い
て

①
大
雨
と
雪
解
け
に
よ
る
白
子
地
区

の
水
害
被
害
状
況
に
つ
い
て

①
農
地
の
被
害
状
況
は
、
樹

冠
浸
水
が
13
・
５
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
園
地
水
害
が
20
・
２
ヘ
ク
タ
ー

ル
で
合
計
33
・
７
ヘ
ク
タ
ー
ル
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
農
道
の
被
害
状
況
で
す
が
、

真
那
板
地
区
は
２
か
所
で
、
法
面
崩
壊

が
延
長
86
メ
ー
ト
ル
、
路
肩
崩
壊
が
延

長
１
１
０
メ
ー
ト
ル
、
加
藤
川
地
区
は

１
か
所
で
、
法
面
崩
壊
が
延
長
60
メ
ー

ト
ル
で
し
た
が
、
い
ず
れ
も
５
月
中
に

復
旧
工
事
を
完
了
し
て
い
ま
す
。

　

果
樹
被
害
に
つ
い
て
は
、
災
害
発
生

が
り
ん
ご
等
の
開
花
期
前
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
現
時
点
で
は
開
花
に
影
響
し

た
な
ど
の
報
告
は
受
け
て
い
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
災
害
の
発
生
に
際
し
て
、

町
消
防
団
の
方
々
に
は
樹
園
地
に
流

入
し
た
濁
水
の
排
水
作
業
を
、
町
建

 

問

 

答

奈
良　

完
治 

議
員

災
害
対
策
に
つ
い
て

災
害
対
策
に
つ
い
て

審議された議案の案件および内容審議された議案の案件および内容

■発議
・・藤崎町議会議員の議員報酬の特例に関する条

例の一部を改正する条例案

・・ＴＰＰ交渉に関する意見書案

・・米価暴落対策を求める意見書案

■報告

・・専決処分した事項の報告及び承認を求めるの件

　(藤崎町税条例等の一部を改正する条例)

・・専決処分した事項の報告及び承認を求めるの件

　(藤崎町国民健康保険税条例の一部を改正する条例)

・・専決処分した事項の報告及び承認を求めるの件

　(平成26年度藤崎町一般会計補正予算(第11回))
・・専決処分した事項の報告及び承認を求めるの件

　(平成26年度藤崎町国民健康保険(事業勘定)
特別会計補正予算(第５回))

・・専決処分した事項の報告及び承認を求めるの件

　(平成26年度藤崎町後期高齢者医療特別会
計補正予算(第５回))

・・専決処分した事項の報告及び承認を求めるの件

　(平成27年度藤崎町一般会計補正予算(第１回))
・・平成26年度藤崎町一般会計繰越明許費繰越計

算書の報告の件

・・平成26年度藤崎町下水道事業会計予算繰越計

算書の報告の件

・・専決処分した事項の報告の件(損害賠償に係る

和解及び損害賠償額の決定について)

■諮問

・・人権擁護委員の推薦につき意見を求めるの件

■議案

・・藤崎町特別職の職員の給与の特例に関する条

例の一部を改正する条例案

・・藤崎町指定地域密着型サービスの事業の人

員、設備及び運営に関する基準を定める条例

の一部を改正する条例案

・・藤崎町指定地域密着型介護予防サービスの事

業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着

型介護予防サービスに係る介護予防のための

効果的な支援の方法に関する基準を定める条

例の一部を改正する条例案

・・青森県市町村総合事務組合を組織する地方公

共団体数の減少及び青森県市町村総合事務組

合規約の変更について

・・青森県市町村職員退職手当組合を組織する地

方公共団体数の減少及び青森県市町村職員退

職手当組合規約の変更について

・・平成27年度藤崎町一般会計補正予算(第２回)案

・・平成27年度藤崎町国民健康保険(事業勘定)特

別会計補正予算(第１回)案

・・平成27年度藤崎町後期高齢者医療特別会計補

正予算(第１回)案

・・平成27年度藤崎町介護保険(事業勘定)特別会

計補正予算(第１回)案

・・平成27年度藤崎町水道事業会計補正予算(第１

回)案

・・平成27年度藤崎町下水道事業会計補正予算(第

１回)案

Town Topics

　毎年恒例のともしび会によるずーむ館への本の寄贈

が行われ、絵本を中心に35冊が寄贈されました。会長

の木村昭子さんは「自分たちにできる範囲で誰かのた

めになることをしたいと思ってこの活動を続けてきた。

できる限り長く続けていくことが今の目標です。」と

話してくれました。

場所：ふれあいずーむ館
活動の継続に意欲５

16

　５月２７日(水)、藤崎小学校の５年生が参加し

た「農業体験学習」のひとこま。

　ほとんどの児童は田植えを行っ

たことが無く、最初は泥の感触に

悲鳴をあげていましたが、慣れてく

ると手際よく、そして楽しそうに苗

を植え付けていました。

～表紙の説明～～表紙の説明～

っ

に

く

苗
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い
ま
す
「
藤
崎
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に
、
重
点
的

に
取
り
組
む
べ
き
事
業
を
盛
り
込
み
、

実
行
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

②
役
場
内
で
の
子
育
て
休
暇

等
の
取
得
状
況
に
つ
い
て

②
役
場
で
の
取
得
状
況
で

す
が
、
公
務
員
の
場
合
、
取

得
で
き
る
期
間
な
ど
民
間
企
業
の
制

度
と
多
少
違
い
ま
す
が
、
平
成
24
年

度
が
１
名
、
平
成
25
年
度
が
３
名
、

平
成
26
年
度
が
４
名
で
あ
り
、
出
産

し
た
職
員
の
全
員
が
取
得
し
て
い
ま

す
。
平
成
26
年
度
に
お
い
て
は
、
配

偶
者
の
取
得
も
１
名
と
な
っ
て
お
り
、

今
後
は
増
え
て
く
る
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

育
児
休
業
制
度
に
つ
い
て
は
、
職

場
に
お
け
る
仕
事
と
家
庭
の
両
立
の

た
め
の
利
用
を
推
進
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

町
の
将
来
を
担
う
、
青
少
年

の
国
際
交
流
に
よ
る
人
材
育

成
に
つ
い
て

町
の
未
来
を
担
う
青
少
年
の

育
成
は
重
要
な
課
題
と
な
っ

て
お
り
、
「
豊
か
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
」
や
「
多
様
な
も
の
の
見

方
が
で
き
る
力
」
を
身
に
つ
け
た
、

国
際
感
覚
豊
か
な
人
材
を
育
成
す
る

設
協
会
の
方
々
に
は
樹
園
地
の
農
道

に
溜
ま
っ
た
泥
の
撤
去
お
よ
び
運
搬

作
業
を
行
っ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に

つ
い
て
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
深

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

②
西
目
屋
ダ
ム
の
放
水
基
準

と
放
水
作
業
は
放
水
開
始
時

刻
を
含
め
て
妥
当
で
あ
っ
た
の
か

②
目
屋
ダ
ム
の
操
作
は
国
が

定
め
た
操
作
規
則
に
基
づ
き
、

県
が
行
っ
て
い
ま
す
。

　

４
月
３
日
の
西
目
屋
ダ
ム
の
状
況

を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
当
初
、
発
電

放
流
の
み
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
降

雨
に
併
せ
て
融
雪
出
水
も
予
想
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
河
川
の
急
激
な
水
位

上
昇
を
防
ぐ
た
め
、
放
流
に
よ
り
洪

水
調
節
を
行
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

水
位
増
加
を
勘
案
し
な
が
ら
、
流

入
量
に
合
わ
せ
て
放
流
量
を
調
節
す

る
操
作
を
行
っ
て
お
り
、
目
屋
ダ
ム

の
操
作
は
操
作
規
則
に
則
り
、
適
正

に
行
わ
れ
た
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

　

目
屋
ダ
ム
が
、
最
大
量
を
放
流
し

た
時
刻
は
21
時
頃
で
す
が
、
白
子
地

区
で
は
、
す
で
に
18
時
頃
に
は
リ
ン

ゴ
の
樹
園
地
に
流
入
が
始
ま
っ
て
い

た
こ
と
か
ら
、
白
子
地
区
の
水
害
は

岩
木
川
だ
け
で
は
な
く
、
浅
瀬
石
川

お
よ
び
平
川
流
域
な
ど
か
ら
の
降
雨

や
融
雪
水
の
流
入
も
影
響
し
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

町
と
し
て
は
、
今
後
も
関
係
機
関
と

連
携
し
つ
つ
水
害
の
防
止
に
努
め
ま
す
。

わ
い
化
樹
で
52
・
８
％
見
ら
れ
ま
し
た

が
、
放
置
す
る
と
枯
れ
て
死
ん
で
し
ま

う
恐
れ
の
あ
る
食
害
に
つ
い
て
は
、
普

通
樹
で
は
見
ら
れ
ず
、
わ
い
化
樹
で
は

６
・
４
％
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
状
況
を
見
る
限
り
で
は
、
今

年
の
冬
に
著
し
い
食
害
が
あ
っ
た
と

は
考
え
に
く
く
、
園
地
の
管
理
状
況

に
よ
り
、
被
害
に
大
き
な
差
が
出
た

と
思
わ
れ
ま
す
。

②
町
と
し
て
は
、
今
回
の
調
査
結
果

を
踏
ま
え
、
木
へ
の
補
助
ま
た
は
駆

除
薬
へ
の
補
助
等
に
つ
い
て
は
行
わ

な
い
考
え
で
す
の
で
、
ご
理
解
を
お

願
い
し
ま
す
。

地
方
創
生
の
中
で
の
当
町
の
子

育
て
支
援
の
取
組
に
つ
い
て

①
一
般
的
な
支
援
と
重
点
的
な
支
援

に
つ
い
て町

で
は
こ
れ
ま
で
も
、
第
３

子
以
降
に
10
万
円
を
支
給
す

る
出
産
祝
金
制
度
、
第
３
子
以
降
の

保
育
料
無
料
・
軽
減
制
度
、
所
得
制

限
は
あ
り
ま
す
が
中
学
生
ま
で
の
医

療
費
無
料
化
な
ど
、
子
育
て
支
援
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
さ
ら

に
今
年
度
か
ら
は
、
町
内
３
か
所
の

学
童
保
育
ク
ラ
ブ
の
開
所
時
間
を
午

後
７
時
ま
で
延
長
す
る
な
ど
、
子
育

て
家
庭
へ
の
利
便
性
を
高
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
町
で
は
今
後
、

少
子
化
に
よ
る
急
速
な
人
口
減
少
が

③
管
理
道
路
を
高
く
し
た
り
、

よ
り
堅
固
な
構
造
へ
の
要
望

状
況
等
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

③
４
月
３
日
に
発
生
し
た
大

雨
、
山
間
部
の
雪
解
け
水
に

よ
り
河
川
が
増
水
し
、
り
ん
ご
園
が

冠
水
す
る
被
害
や
管
理
用
通
路
の
流

失
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
関
係
機
関
に
対
し
て
被

害
状
況
の
現
地
確
認
と
緊
急
の
復
旧

工
事
に
つ
い
て
、
樹
園
地
の
方
々
と

共
に
お
願
い
を
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
れ
を
受
け
、
国
で
は
４
月
４
日

か
ら
現
地
調
査
お
よ
び
仮
復
旧
工
事

に
着
手
し
、
４
月
10
日
を
も
っ
て
仮

復
旧
工
事
を
終
え
て
い
ま
す
。
本
復

旧
工
事
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
声
を

聞
き
な
が
ら
実
施
す
る
と
伺
っ
て
お

り
、
町
と
し
て
も
協
力
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

当
町
の
野
そ
、
野
と(

ネ
ズ
ミ
、

ウ
サ
ギ)

の
食
害
に
つ
い
て

①
野
そ
、
野
と
の
食
害
状
況
に
つ
い
て

②
わ
い
化
の
被
害
が
甚
大
で
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
木
へ
の
補
助
ま
た
は

駆
除
薬
へ
の
補
助
等
に
つ
い
て

①
町
で
は
、
４
月
17
日
に
Ｊ

Ａ
つ
が
る
弘
前
と
Ｊ
Ａ
津
軽

み
ら
い
と
の
合
同
に
よ
り
、
雪
に
よ

る
枝
折
れ
、
野
ネ
ズ
ミ
、
野
ウ
サ
ギ

に
よ
る
食
害
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

調
査
の
結
果
、
野
ネ
ズ
ミ
、
野
ウ
サ

ギ
に
よ
る
食
害
は
、
普
通
樹
で
６
％
、

想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
、
子
育
て
に
関
す
る
負
担
の

軽
減
な
ど
、
多
面
的
な
子
育
て
支
援

を
推
進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
地
方
創
生
を
推
進
す

る
視
点
か
ら
、
こ
れ
か
ら
は
、
子
育

て
家
庭
の
定
住
・
移
住
を
促
進
す
る

施
策
を
重
点
的
に
展
開
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
家
庭
が
優
先
的
に
入
居
で

き
る
住
宅
の
整
備
な
ど
を
、
民
間
活

力
の
導
入
も
踏
ま
え
な
が
ら
検
討
す

る
と
と
も
に
、
役
場
・
事
業
所
・
店

舗
等
で
子
育
て
応
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
構
築
し
、
子
育
て
家
庭
に
優
し
い

環
境
づ
く
り
に
取
り
組
む
な
ど
、
町

全
体
で
子
育
て
家
庭
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
こ
と
が
、
子
育
て
家
庭
の
定
住
・

移
住
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
で
は
、
生
ま
れ
る
子
ど

も
の
数
が
、
亡
く
な
る
人
の
数
を
大

き
く
下
回
る
状
況
が
長
年
続
い
て
お

り
、
町
の
人
口
が
毎
年
１
０
０
人
前

後
、
自
然
減
少
し
て
い
ま
す
。
将
来

的
に
子
ど
も
の
数
を
増
や
す
た
め
に

も
、
若
い
世
代
の
結
婚
の
希
望
を
か

な
え
る
積
極
的
な
支
援
も
、
こ
れ
か

ら
は
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
地
方
創
生
の

大
き
な
テ
ー
マ
で
あ
る
少
子
化
対
策

に
つ
い
て
は
、
庁
内
で
多
様
な
ア
イ

デ
ア
を
出
し
合
っ
て
具
体
的
な
施
策

を
検
討
す
る
ほ
か
、
町
民
の
皆
様
、

有
識
者
、
議
員
の
皆
様
の
ご
意
見
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
現
在
策
定
し
て
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た
め
に
、
特
色
あ
る
教
育
や
事
業
を

進
め
、
青
少
年
の
学
習
環
境
の
整
備

並
び
に
機
会
の
創
出
を
図
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

町
と
し
て
は
、
青
少
年
の
国
際
理

解
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
国

際
交
流
事
業
へ
の
参
画
の
機
会
を
創

出
し
、
海
外
派
遣
に
よ
る
国
際
交
流

に
つ
い
て
、
分
野
や
形
態
を
幅
広
く

と
ら
え
、
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

田
野
畑
村
と
の
交
流
事
業
に

つ
い
て
基
本
姿
勢
は
何
か

田
野
畑
村
と
の
交
流
の
経
緯

に
つ
い
て
は
、
当
町
の
教

育
長
で
あ
っ
た
館
山
氏
と
田
野
畑
村

の
教
育
長
の
石
岡
氏
の
交
流
か
ら
始

ま
り
、
東
日
本
大
震
災
後
の
子
ど
も

た
ち
の
交
流
、
職
員
の
災
害
派
遣
へ

と
発
展
し
て
き
て
、
４
月
29
日
に
行

わ
れ
た
合
併
記
念
式
典
で
の
調
印
式

を
迎
え
た
も
の
で
す
。

　

私
は
、
相
手
が
困
っ
て
い
る
と
き

に
手
を
差
し
伸
べ
、
痛
み
を
分
か
ち

合
い
、
楽
し
い
と
き
に
は
共
に
喜
び

合
う
こ
と
、
つ
ま
り
、
相
手
の
こ
と

を
我
が
身
の
こ
と
の
よ
う
に
考
え
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
交
流
の
基

本
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
さ
し
く
田
野
畑
村
と
の
交
流
も
、

東
日
本
大
震
災
で
の
被
災
が
き
っ
か

け
で
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

当
面
は
、
子
ど
も
た
ち
の
交
流
、

そ
し
て
災
害
復
興
の
協
力
を
基
本
に
、

議
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
町
内
会
等

環
境
の
提
供
等
を
行
う
資
源
向
上
支

払
活
動
で
は
、
施
設
の
軽
微
な
補
修

に
つ
い
て
は
、
16
団
体
全
て
が
実
施

す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
生
息
環

境
の
提
供
等
に
つ
い
て
は
、
徳
下
地

区
環
境
を
守
る
会
が
活
動
計
画
書
を

提
出
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
資
源
向
上
支
払
の
中
に
は
、

施
設
の
長
寿
命
化
の
活
動
が
あ
り
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
福
島
環
境
保
全

協
議
会
が
水
路
の
長
寿
命
化
の
た
め

の
活
動
計
画
書
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

町
内
の
美
化
活
動
の
実
態
と

今
後
の
取
組
に
つ
い
て

当
町
で
は
、
生
活
合
理
化
推

進
協
議
会
に
よ
る
「
花
い
っ

ぱ
い
運
動
」
、
社
会
福
祉
協
議
会
に

よ
る
「
ク
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
作
戦
」
、

さ
ら
に
は
町
内
16
地
区
に
お
い
て
農

地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
事
業

を
展
開
し
、
美
化
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
も
、
こ
れ
ら
の
活
動
を
支
援

す
る
と
と
も
に
、
町
民
の
環
境
に
関

す
る
意
識
の
醸
成
を
図
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

環
境
保
全
活
動
の
育
成
支
援

対
策
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か自

然
・
水
環
境
分
野
の
活
動

で
は
、
徳
下
集
落
農
業
活
性

化
協
議
会
に
お
い
て
、「
小
学
生
と
の

生
き
物
観
察
会
」
、「
ナ
マ
ズ
、
魚
道

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
」
や
「
ビ
オ
ト
ー
プ

設
置
」
な
ど
、
農
村
環
境
の
活
用
推

各
方
面
で
の
交
流
に
つ
な
げ
、
親
交

を
深
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

人
材
育
成
事
業
の
助
成
事
業
を

制
度
化
す
る
べ
き
で
は
な
い
か

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
う
え

で
、
新
た
な
人
材
を
育
成
す

る
こ
と
は
大
変
重
要
な
こ
と
で
あ
り
、

そ
れ
を
助
成
す
る
事
業
の
制
度
化
も

非
常
に
有
益
な
こ
と
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

人
材
育
成
は
、
そ
の
対
象
が
多
岐

に
わ
た
り
、
継
続
性
が
求
め
ら
れ
る

も
の
で
あ
り
、
国
が
掲
げ
る
「
地
方

創
生
」
で
も
重
要
な
政
策
に
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
町
が

進
め
て
い
る
「
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
」
に
お
い
て
も
必
要
不
可
欠
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
助
成
事
業
の
制
度
化

に
つ
い
て
も
、
検
討
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

水
田
の
多
面
的
機
能
保
全
活

動
の
取
組
状
況
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か

多
面
的
機
能
保
全
活
動
の

計
画
書
を
提
出
し
て
い
る

団
体
は
、
町
で
は
16
団
体
あ
り
ま
す
。

　

各
団
体
の
取
組
状
況
に
つ
い
て
は
、

農
地
、
水
路
、
農
道
の
草
刈
り
や
泥

上
げ
等
で
あ
る
農
地
維
持
支
払
活
動

を
16
団
体
全
て
が
実
施
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
水
路
、
農
道
の
施
設
の
軽

微
な
補
修
や
水
田
を
活
用
し
た
生
息

進
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
循
環
型
社
会
形
成
分
野
の

活
動
で
は
、
子
ど
も
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な

ど
の
団
体
が
資
源
ご
み
の
回
収
を
行

い
、
資
源
が
効
率
よ
く
循
環
す
る
社

会
形
成
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
こ
れ
ら
の
活
動
に
対
し

て
「
ふ
じ
さ
き
地
域
活
性
化
助
成
金
」

や
「
町
再
生
資
源
回
収
推
進
報
償

金
」
を
交
付
し
、
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
今
後
も
環
境
保
全
活
動
の

実
践
者
の
支
援
や
自
然
と
共
生
し
た

地
域
づ
く
り
と
景
観
の
保
全
、
さ
ら

に
は
、
ご
み
の
減
量
化
の
啓
発
に
努

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
方
創
生
推
進
室
の
役
割

と
活
動
方
針
に
つ
い
て

国
で
は
、
２
０
６
０
年
に
人

口
１
億
人
程
度
を
維
持
す
る

こ
と
を
目
標
に
、
人
口
減
少
克
服
と

地
方
創
生
を
合
わ
せ
て
行
い
、
将
来

に
わ
た
っ
て
活
力
あ
る
地
域
社
会
を

維
持
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
人
口
減
少
問
題

は
地
域
に
よ
っ
て
状
況
や
原
因
が
異

な
る
こ
と
か
ら
、
自
治
体
自
ら
が

「
ま
ち
」
・
「
ひ
と
」
・
「
し
ご
と
」

を
創
生
し
、
新
た
な
好
循
環
を
創
り

出
す
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
自
治
体

の
役
割
と
言
え
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
町
で
は
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農
業
災
害
対
策
に
つ
い
て

農
業
災
害
対
策
に
つ
い
て

住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
に

住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
に

つ
い
て
考
え
る

つ
い
て
考
え
る

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
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答 ま
ち
づ
く
り
と
人
材
育
成
に

ま
ち
づ
く
り
と
人
材
育
成
に

つ
い
て
考
え
る

つ
い
て
考
え
る

地
方
創
生
を
推
進
す
る
た
め
、
４
月

に
地
方
創
生
推
進
室
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

地
方
創
生
推
進
室
の
役
割
は
、
ま

ず
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
」

に
基
づ
き
、
人
口
の
将
来
展
望
を
示

す
「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
人
口
減
少

対
策
等
の
基
本
目
標
や
具
体
的
な
施

策
を
ま
と
め
た
「
総
合
戦
略
」
を
平

成
27
年
度
中
に
策
定
す
る
こ
と
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
地
方
創
生
推
進
室
は
、

庁
内
の
連
絡
調
整
は
も
と
よ
り
、
地

方
創
生
の
司
令
塔
と
な
っ
て
、
地
域

資
源
を
活
用
し
た
多
様
な
ア
イ
デ
ア

に
よ
る
具
体
的
な
施
策
を
各
セ
ク
シ

ョ
ン
か
ら
引
き
出
し
、
実
行
す
る
た

め
の
仕
組
み
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、

各
施
策
の
評
価
・
検
証
を
行
い
、
継

続
的
に
改
善
を
行
う
役
割
を
担
う
こ

と
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
総
合
戦
略
の
「
し
ご
と
づ

く
り
」
事
業
と
し
て
盛
り
込
む
こ
と

と
し
て
い
る
町
農
産
物
拠
点
づ
く
り

事
業
の
推
進
に
つ
い
て
も
、
地
方
創

生
推
進
室
の
役
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
は
、

後
継
者
不
足
、
国
の
政
策
転
換
や
Ｔ

Ｐ
Ｐ
な
ど
、
大
き
な
岐
路
に
立
っ
て

い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
農
業
を
将

来
的
に
持
続
可
能
な
も
の
と
す
る
た

め
、
昨
年
度
に
「
町
農
産
物
拠
点
づ

く
り
事
業
基
本
構
想
書
」
を
取
り
ま

と
め
、
さ
ら
に
今
年
度
は
、
地
方
創

生
推
進
室
と
農
政
課
が
中
心
と
な
り
、

有
識
者
や
農
業
関
係
者
の
ご
意
見
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
こ
の
基
本
構
想
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書
の
内
容
を
、
町
に
見
合
っ
た
計
画

に
作
り
上
げ
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
人
口
減
少
に

伴
う
課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
が
、

こ
の
地
方
創
生
を
大
き
な
チ
ャ
ン
ス

と
し
て
捉
え
、
「
総
合
戦
略
の
策
定
、

観
光
の
振
興
、
持
続
可
能
な
地
域
づ

く
り
、
子
育
て
支
援
、
農
業
６
次
産

業
化
」
の
５
つ
の
基
本
施
策
を
柱
に
、

若
手
職
員
で
組
織
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
や
、
課
長
級
で
組
織
す
る

推
進
本
部
に
お
い
て
、
具
体
的
な
施

策
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
有
識
者

等
で
組
織
す
る(

仮
称)

藤
崎
町
総
合

戦
略
会
議
や
議
員
の
皆
様
の
ご
意
見

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
地
域
を
見
つ

め
直
す
意
識
を
町
民
み
ん
な
で
共
有

し
、「
将
来
に
夢
と
希
望
を
描
け
る

〝
ひ
と
〞
を
創
生
す
る
」
、「
地
域
資

源
を
活
用
し
た
多
様
な
ア
イ
デ
ア
で

〝
ま
ち
〞
を
創
生
す
る
」
、「
地
域
産

業
を
持
続
可
能
に
す
る
〝
し
ご
と
〞

を
創
生
す
る
」
こ
と
を
基
本
方
針
と

し
、
県
や
周
辺
市
町
村
と
協
調
し
な

が
ら
、
地
方
創
生
を
推
進
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

農
業
用
水
路
、
排
水
路
に
つ

い
て

農
業
用
水
路
お
よ
び
排
水
路

は
、
農
業
用
水
の
安
定
供
給

を
図
る
た
め
に
整
備
さ
れ
た
農
業
水

利
施
設
で
あ
り
、
施
設
の
建
設
に
つ

い
て
は
、
ダ
ム
や
頭
首
工
、
幹
線
用

排
水
路
等
の
大
規
模
施
設
は
国
が
、

支
線
用
排
水
路
等
の
基
幹
的
水
利
施

設
は
県
が
、
そ
し
て
末
端
の
用
排
水

路
は
市
町
村
や
土
地
改
良
区
が
担
う

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、
ダ
ム
以

外
の
施
設
は
、
基
本
的
に
は
土
地
改

良
区
や
集
落
・
農
家
が
連
携
し
て
管

理
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

末
端
の
用
排
水
路
に
は
雨
水
や
生
活

排
水
等
も
流
入
す
る
こ
と
か
ら
、
町

で
は
平
成
24
年
度
か
ら
７
億
円
以
上

を
か
け
、
農
業
基
盤
整
備
促
進
事
業

の
一
環
と
し
て
農
道
整
備
と
と
も
に
、

用
排
水
路
の
整
備
等
を
実
施
し
て
き

た
と
こ
ろ
で
す
。

　

し
か
し
、
農
業
基
盤
整
備
促
進
事

業
関
連
予
算
に
つ
い
て
は
、
昨
今
、

削
減
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

用
排
水
路
整
備
等
に
つ
い
て
は
、
地

元
の
要
望
等
も
踏
ま
え
な
が
ら
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
昭
和
50
年
度
か
ら
平
成
７

年
度
に
か
け
、
国
営
浅
瀬
石
川
農
業

水
利
事
業
に
よ
り
、
水
源
で
あ
る
二

庄
内
ダ
ム
を
は
じ
め
、
頭
首
工
、
揚

排
水
機
場
、
幹
線
用
排
水
路
等
が
整

備
さ
れ
ま
し
た
が
、
完
成
か
ら
30
年

以
上
経
っ
た
施
設
も
あ
り
、
全
体
的

な
老
朽
化
が
進
み
、
維
持
管
理
に
は

多
大
な
費
用
を
要
す
る
状
況
に
あ
る

こ
と
か
ら
、
施
設
の
長
寿
命
化
を
図

る
た
め
「
国
営
浅
瀬
石
川
二
期
地
区

土
地
改
良
事
業
協
議
会
」
を
立
ち
上

げ
、
関
係
市
町
村
等
で
協
議
を
重
ね

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
町
内
に
あ
る
「
馬
場
尻
排

水
機
場
」
や
「
中
の
川
排
水
機
場
」

に
つ
い
て
は
、
機
場
内
の
機
械
設
備

や
電
気
設
備
等
の
老
朽
化
が
著
し
い

こ
と
か
ら
、
平
成
27
年
度
か
ら
平
成

29
年
度
の
３
か
年
で
施
設
保
全
工
事

を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

①
「
太
平
洋
戦
争
」
は
過
去

の
日
本
が
「
国
策
」
を
誤
り
、

日
本
と
ア
ジ
ア
諸
国
民
に
苦
難
を
与

え
た
、
間
違
っ
た
「
戦
争
」
で
あ
っ
た

と
い
う
認
識
な
の
か
に
つ
い
て
問
う

②
こ
れ
ま
で
す
べ
て
の
軍
事
関
連
法

を
変
え
る
「
戦
争
参
加
法
案
」
は
、

法
律
で
憲
法
を
無
視
し
「
立
憲
主

義
」
を
否
定
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が

る
と
い
う
疑
念
も
あ
る
が
町
長
の
認

識
に
つ
い
て
問
う

①
②
「
戦
争
責
任
」
お
よ
び

今
ま
さ
に
国
会
で
審
議
中
の

「
安
全
保
障
関
連
法
案
」
に
つ
い
て

は
、
様
々
な
ご
意
見
が
あ
り
、
い
ろ

い
ろ
と
議
論
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
と

理
解
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
私
は
町
民
の
付
託
を
受
け
、

町
民
の
幸
せ
の
た
め
に
、
一
生
懸
命

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

従
い
ま
し
て
、
町
民
の
幸
せ
に
直

接
つ
な
が
る
議
論
に
つ
い
て
は
、
熱

い
信
念
を
も
っ
て
お
答
え
し
、
責
任

を
も
っ
て
推
進
し
て
い
き
ま
す
が
、

今
回
の
ご
質
問
に
つ
い
て
は
、
各
人

が
そ
れ
ぞ
れ
国
会
で
の
審
議
等
を

し
っ
か
り
と
見
守
る
べ
き
も
の
と
考

え
ま
す
の
で
、
こ
の
場
で
の
答
弁
は

控
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

農
業
委
員
の
公
選
を
廃
止
し
、

町
長
の
任
命
制
に
し
委
員
数

半
減
の
国
の
「
改
訂
案
」
は
地
域
農
業

活
性
化
に
役
立
つ
の
か
に
つ
い
て
問
う

農
業
委
員
会
の
設
置
目
的

は
、
農
業
生
産
の
発
展
お

よ
び
農
業
経
営
の
合
理
化
を
図
り
、

農
家
の
地
位
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と

で
あ
り
、
そ
の
主
な
業
務
は
、
農
地

の
売
買
や
賃
借
許
可
、
農
地
転
用
案

件
の
意
見
具
申
、
遊
休
農
地
の
調

査
・
所
有
権
の
意
向
確
認
で
す
。

　

藤
崎
町
の
委
員
数
は
、
農
業
者
の

中
か
ら
選
挙
で
選
ば
れ
た
選
挙
委
員

18
人
と
農
業
団
体
が
推
薦
し
た
者
を

町
長
が
選
任
し
た
選
任
委
員
４
人
の

合
計
22
人
で
す
。

　

農
業
委
員
会
法
等
の
改
正
は
ま
だ

参
議
院
で
可
決
成
立
し
て
い
な
い
た

め
、
平
成
26
年
６
月
24
日
に
閣
議
決

定
さ
れ
た
農
業
委
員
会
の
主
な
見
直

し
事
項
は
、
次
の
よ
う
な
内
容
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

農
業
委
員
の
選
出
方
法
に
つ
い
て

は
、
適
切
な
人
物
が
透
明
な
プ
ロ
セ

ス
を
経
て
、
確
実
に
就
任
す
る
よ
う

に
す
る
た
め
、
選
挙
制
度
や
議
会
推

薦
・
団
体
推
薦
に
よ
る
選
任
制
度
を

廃
止
し
、
市
町
村
議
会
の
同
意
を
要

件
と
す
る
市
町
村
長
の
任
命
制
度
と

し
、
委
員
数
は
現
行
の
半
分
程
度
と

す
る
。
ま
た
、
委
員
の
過
半
は
認
定

農
業
者
の
中
か
ら
選
任
し
、
女
性
や

青
年
農
業
委
員
を
積
極
的
に
登
用
す

る
、
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

他
に
は
農
地
利
用
の
最
適
化
や
担
い

手
の
育
成
・
発
展
の
支
援
を
推
進
す

る
「
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
」

の
設
置
を
法
制
化
す
る
、
と
い
っ
た

こ
と
な
ど
が
閣
議
決
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
農
業
委
員
の
公
選
制
を

廃
止
し
、
町
長
の
任
命
制
に
し
委
員

の
数
を
半
減
し
て
も
、
農
業
委
員
会

改
革
へ
の
今
後
の
取
組
次
第
で
は

「
競
争
力
あ
る
農
業
、
魅
力
あ
る
農

業
の
実
現
に
寄
与
す
る
も
の
」
と
考

え
て
い
ま
す
。

町
の
「
農
産
物
拠
点
施
設
」

の
運
営
・
経
営
会
社
に
町
が

50
％
以
上
の
出
資
を
し
て
参
加
す
る

こ
と
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
町
農
産
物
拠
点
づ

く
り
事
業
に
つ
い
て
は
、
平

成
24
年
度
に
職
員
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
て
、
検
討

を
始
め
、
平
成
25
年
度
に
は
町
内
農

業
関
係
者
と
外
部
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を

交
え
た
検
討
会
議
を
組
織
し
、
直
売

部
分
の
拡
充
や
飲
食
お
よ
び
加
工
機

能
の
設
置
に
つ
い
て
、
必
要
性
が
あ

る
と
の
報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
平
成
26
年
度
に
は
、
近

隣
地
域
に
お
け
る
商
圏
・
市
場
調
査

を
実
施
し
た
上
で
、
町
の
目
指
す
べ

き
方
向
性
と
し
て
「
町
農
産
物
拠
点

づ
く
り
事
業
基
本
構
想
書
」
を
策
定

し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
年
度
は
基
本
構
想
書
を
土
台
と

し
つ
つ
、
藤
崎
町
に
見
合
っ
た
計
画

と
し
て
作
り
上
げ
て
い
く
た
め
、
先

月
22
日
に
町
産
業
創
造
協
議
会
を
設

置
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ご
質
問
に
つ
い
て
は
、
拠
点
施
設

の
運
営
組
織
の
一
例
と
し
て
、
運
営

形
態
や
出
資
割
合
に
つ
い
て
ご
提
案

頂
い
た
だ
い
た
も
の
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
ま
す
。
拠
点
施
設
の
運
営
等

の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
町
産

業
創
造
協
議
会
の
中
で
検
討
し
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
機
会
に

応
じ
て
議
員
の
皆
様
に
ご
報
告
申
し

上
げ
、
皆
様
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

水
木
・
福
左
内
地
区
の
道
路

整
備
計
画
に
つ
い
て

町
道
の
整
備
は
住
民
生
活

お
よ
び
交
通
安
全
の
向
上

な
ど
を
目
的
に
、
検
討
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

福
左
内
地
区
に
お
い
て
も
、
通
行

す
る
際
に
支
障
が
あ
る
と
思
わ
れ
る

箇
所
を
中
心
に
整
備
し
、
近
年
で
は

平
成
25
年
度
に
町
道
福
左
内
中
通
線

の
拡
幅
工
事
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
道
路
状
況
を
確
認
し
な

が
ら
、
住
民
か
ら
の
要
望
を
踏
ま
え

た
整
備
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
工

事
を
行
う
際
に
は
、
生
活
環
境
へ
の

影
響
や
用
地
の
提
供
が
伴
う
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
住
民
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、
整
備
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

明
徳
中
校
舎
と
ス
ポ
プ
ラ
と

き
わ
間
の
通
路
段
差
解
消
の

取
組
に
つ
い
て

明
徳
中
学
校
校
舎
と
ス
ポ
ー

ツ
プ
ラ
ザ
と
き
わ
間
の
通
路

に
つ
い
て
は
、
生
徒
や
教
師
が
施
設

使
用
時
に
、
便
宜
上
利
用
し
て
い
る

も
の
で
あ
り
、
施
設
間
の
通
路
口
は
、

あ
く
ま
で
も
有
事
に
備
え
て
の
非
常

口
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

明
徳
中
学
校
お
よ
び
ス
ポ
ー
ツ
プ

ラ
ザ
と
き
わ
は
、
高
齢
者
や
障
が
い

者
に
配
慮
し
た
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
さ

れ
た
施
設
で
あ
り
、
施
設
利
用
の
際

に
は
、
正
面
玄
関
か
ら
入
館
す
る
よ

う
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

水
木
・
常
盤
小
学
校
間
の
町

道
（
水
木
小
学
校
横
線
）
拡

幅
整
備
計
画
と
今
後
の
取
組
に
つ
い
て

常
盤
小
学
校
の
改
築
工
事
が

平
成
26
年
度
で
終
了
し
、
小

学
校
の
正
門
が
反
対
側
の
町
道
県
道

四
西
田
線
側
に
移
動
し
た
こ
と
か
ら
、

通
行
量
な
ど
も
変
化
し
て
い
る
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

今
後
の
整
備
計
画
と
し
て
は
、
水

木
小
学
校
横
線
沿
線
の
宅
地
化
や
開

発
の
動
向
を
見
据
え
て
、
検
討
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

平
田
町
政
の
こ
れ
ま
で
の
取

り
組
み
と
総
括
に
つ
い
て

私
は
、
平
成
23
年
11
月
の

選
挙
戦
で
、「
融
和
」
、「
教

育
」
、「
福
祉
」
、「
産
業
」
、「
入
札
」
、

「
効
率
」
の
６
つ
を
公
約
に
掲
げ
、

町
民
の
皆
様
の
付
託
を
得
、
公
約
の

実
現
に
向
け
て
、
愚
直
に
そ
し
て
謙

虚
に
歩
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

「
融
和
」
で
は
、
今
年
で
合
併
11
年

目
に
な
り
ま
す
が
、
２
町
村
の
融
和

の
た
め
に
は
、
町
政
に
つ
い
て
ひ
と

つ
に
な
っ
て
議
論
し
て
い
た
だ
く
こ

と
が
有
効
と
考
え
、
一
般
公
募
に
よ

る
50
人
委
員
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

町
民
の
皆
様
の
生
の
意
見
を
聞
く

こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
座
談
会

の
開
催
等
、
そ
の
時
出
さ
れ
た
意
見

に
つ
い
て
、
政
策
に
反
映
さ
せ
る
こ

と
も
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
町
民

運
動
会
を
６
年
ぶ
り
に
復
活
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
、
両
地
区
の
融
和
に
つ

い
て
重
要
な
役
割
が
果
た
せ
た
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
「
教
育
は
人
づ
く
り
」
で

す
。
学
校
教
育
が
中
核
と
な
り
、
児

童
生
徒
が
学
習
に
主
体
的
に
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
る
環
境
の
構
築
に
努

め
、
地
域
に
開
か
れ
た
信
頼
さ
れ
る

学
校
づ
く
り
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　

施
設
面
で
は
、
藤
崎
小
学
校
や
常

盤
小
学
校
の
校
舎
や
体
育
館
等
の
学

校
施
設
を
計
画
的
に
改
築
整
備
し
、

教
育
環
境
の
充
実
を
図
っ
て
き
ま
し

た
。
ま
た
内
容
面
で
は
、
確
か
な
学

力
の
実
現
に
向
け
、
各
小
中
学
校
へ

電
子
黒
板
と
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
等
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
導
入
し
、
変
化
す
る

社
会
の
実
態
に
対
応
で
き
る
学
習
環

境
の
整
備
に
も
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た

ち
が
変
化
の
激
し
い
社
会
の
中
で

た
く
ま
し
く
生
き
て
い
く
た
め
に
、

「
知
・
徳
・
体
」
の
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
教
育
を
推
進
し
、
児
童
生
徒
の

生
き
る
力
を
育
む
よ
う
努
め
て
い
く

所
存
で
す
。

　

少
子
高
齢
化
社
会
が
ま
す
ま
す
深

刻
さ
を
増
す
中
、「
福
祉
」
に
お
い
て

は
、
子
育
て
し
や
す
い
環
境
の
実
現

の
た
め
、
乳
幼
児
小
中
学
生
の
医
療

費
の
無
料
化
に
も
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
藤
崎
・
常
盤
の
両
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
改
築
す
る
こ
と

が
で
き
、
お
年
寄
り
に
快
適
な
生
活

を
送
っ
て
も
ら
う
手
助
け
が
で
き
た

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

「
産
業
」
に
お
い
て
は
、
町
の
基

幹
産
業
で
あ
る
農
業
を
元
気
に
し
よ

う
と
〝
農
産
物
拠
点
づ
く
り
事
業
〞

に
つ
い
て
、
議
員
の
皆
様
の
ご
理
解

の
も
と
、
検
討
を
始
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
今
後
と
も
し
っ
か
り
と

説
明
し
な
が
ら
、
基
幹
産
業
で
あ
る

農
業
の
振
興
に
向
け
て
さ
ら
な
る
努

力
を
し
て
い
き
ま
す
。
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平
成
23
年
の
政
治
混
乱
の
原
因
の

ひ
と
つ
に
な
っ
た
「
入
札
」
に
お
い

て
は
、
公
募
型
指
名
競
争
入
札
を
導

入
し
、
透
明
性
、
競
争
性
を
促
進
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
競
争
原
理

が
し
っ
か
り
と
機
能
す
る
よ
う
今
後

と
も
改
善
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

「
効
率
」
に
お
い
て
は
、
町
文
化

セ
ン
タ
ー
等
社
会
教
育
施
設
へ
指
定

管
理
者
制
度
を
導
入
し
、
効
率
的
な

運
営
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

個
々
の
公
約
の
進
捗
状
況
は
様
々

で
す
が
、
私
と
し
て
は
一
定
の
成
果

が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
た
だ
た
だ
町
民
の
幸

せ
の
た
め
、
愚
直
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

次
期
町
長
選
に
つ
い
て
で
す
が
、

私
は
こ
れ
ま
で
「
町
民
が
主
役
の
活

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
実
現
の
た
め

一
生
懸
命
努
力
し
て
き
ま
し
た
。
こ

の
４
年
で
、
よ
う
や
く
町
民
の
意
見

が
町
政
に
届
く
よ
う
に
な
っ
て
き
た

と
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

町
民
の
皆
様
が
「
藤
崎
町
に
住
ん

で
本
当
に
良
か
っ
た
。
生
ま
れ
て
良

か
っ
た
。
」
と
思
え
る
町
に
な
る
よ

う
、
誠
心
誠
意
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

来
る
４
年
間
も
町
民
の
幸
せ
の
た

め
、
本
当
の
意
味
で
の
「
町
民
が
主

役
の
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
実

現
に
向
け
、
私
に
町
政
運
営
を
お
任

せ
く
だ
さ
る
よ
う
、
町
民
の
皆
様
の

ご
指
導
ご
鞭
撻
を
、
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。　

(

以
上　

議
会
定
例
会)

農
業
問
題
に
つ
い
て

農
業
問
題
に
つ
い
て

町
長
の
政
治
姿
勢

町
長
の
政
治
姿
勢((

戦
争
戦
争

観
・
憲
法
観

観
・
憲
法
観))

に
つ
い
て

に
つ
い
て

 

問

 

答

 

問

 

答

平成27年第２回　議会定例会

 

問

 

答
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町防災訓練を実施します
地震と水害を想定して実施します

　町では地震および水害が発生したという想定で、防災訓練を行います。町民の皆さんにぜひ参加していただき、

防災意識を高めてもらいたいと思います。なお、当日は訓練の間、役場周辺で交通規制(下記地図参照)が行われま

す。また、消防車両がサイレンを鳴らしたり発煙筒を焚いて大量の煙を発生させたりしますので、火災と間違わな

いよう、注意してください。

　「災害に強い安全な町づくり」と「防災意識」を高める

ために町民のみなさんの参加をお待ちしています。

◆日　時　７月12日(日)　午前９時～午前11時

◆場　所　町役場周辺

◆内　容

　①招集訓練・災害対策本部設置・情報伝達・応急対応訓練

　　(１)道路確保・救助救出訓練

　　(２)避難指示による町民避難訓練

　　(３)水防工法訓練

　　(４)給水および物資搬送訓練

　②参加事業所および町民による初期消火訓練

　③火災防ぎょ訓練

■お問合せ　総務課防災係(内線2208、2209)

交通規制区間

当日は交通規制が行われます

ま
せ
ん
か
。

◆
日　

時

　

８
月
８
日(

土)

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

◆
講　

師

　

プ
ラ
ザ
棟
職
員

◆
持
ち
物

　

・
牛
乳
パ
ッ
ク
１
枚

　
　

(
洗
っ
て
乾
か
し
た
も
の)

　

・
布(
30
㎝
×
50
㎝
程
度)

　

・
洗
濯
は
さ
み(

10
個
程
度)

　

飾
り
を
付
け
た
い
人
は
、
レ
ー
ス

　

や
リ
ボ
ン
な
ど
自
分
で
付
け
た
い

　

飾
り
も
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
定　

員　

小
学
生
以
上
15
名

　

(

小
学
生
は
保
護
者
の
同
伴
が
必
要)

◆
参
加
受
付　

　

７
月
18
日(

土)　

午
前
９
時
〜

③
「
プ
ロ
が
教
え
る
か
ん
た
ん
楽
し

　

い
夏
の
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
」

　

残
り
野
菜
を
活
用
す
る
な
ど
、
冷

蔵
庫
の
中
身
を
と
こ
と
ん
使
い
な
が

ら
手
軽
に
料
理
す
る
コ
ツ
を
楽
し
み

な
が
ら
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

◆
日　

時

　

８
月
22
日(

土)

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

　

(

調
理
〜
試
食
・
片
付
け
ま
で)

◆
講　

師

　

福
士　

る
み
子
さ
ん

　

(

サ
ロ
ン
・
ド
・
胡
桃　

主
宰)

◆
メ
ニ
ュ
ー

　

・
お
に
ぎ
ら
ず

　

・
フ
レ
ッ
シ
ュ
キ
ャ
ロ
ッ
ト

　
　

ソ
ー
ス
サ
ラ
ダ

　

・
ズ
ッ
キ
ー
ニ
の
ス
テ
ー
キ

◆
持
ち
物

　

・
お
米
一
人
当
た
り
０
・
５
合

　

・
エ
プ
ロ
ン　

・
ふ
き
ん

　

・
大
皿
一
枚　

・
お
は
し

◆
定　

員　

小
学
生
以
上
20
名

　

(

小
学
生
は
保
護
者
の
同
伴
が
必
要)

◆
参
加
受
付　

　

８
月
４
日(

火)　

午
前
９
時
〜

※
前
回(

昨
年
11
月)

当
施
設
で
開
催

　

し
た
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
に
参

　

加
し
て
い
な
い
人
を
優
先
し
て
受

　

付
し
ま
す
。

共
通
事
項

◆
場　

所

　

弘
前
地
区
環
境
整
備
セ
ン
タ
ー

　

プ
ラ
ザ
棟

◆
参
加
料　

無
料

【
お
問
合
せ
】

　

弘
前
地
区
環
境
整
備
セ
ン
タ
ー

　

プ
ラ
ザ
棟　

☎
36
ー
３
３
８
８

　

受
付
時
間

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
月
曜
日
は
休
館
日
で
す
。
月
曜
日

　

が
祝
日
の
場
合
は
翌
日
が
休
館
日

　

と
な
り
ま
す
。

①
「
藍
染
め
体
験
教
室
」

　

持
参
し
た
布
製
品
に
、
藍
染
で
好

き
な
模
様
を
つ
け
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
布

製
品
に
リ
メ
イ
ク
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

今
回
は
で
き
る
だ
け
水
を
使
わ
な

い
方
法
で
の
染
色
を
行
い
ま
す
。

◆
日　

時

　

８
月
８
日(

土)

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

◆
講　

師

　

斉
藤　

サ
ツ
子
さ
ん

　

(

青
森
県
地
球
温
暖
化
防
止
活
動

　

推
進
員)

◆
持
ち
物

　

模
様
を
付
け
た
い
木
綿
製
の
布
製
品

　

(

ハ
ン
カ
チ
、
布
の
バ
ッ
グ
な
ど)

※
作
業
が
し
や
す
く
汚
れ
て
も
構
わ

　

な
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
定　

員　

20
名

※
カ
ッ
タ
ー
を
多
用
す
る
た
め
、
小

　

学
５
年
生
以
上
の
方
が
対
象
で
す
。

◆
参
加
受
付　

　

７
月
18
日(

土)　

午
前
９
時
〜

②
「
か
わ
い
い
ミ
ニ
ハ
ッ
ト
型
小
物

　
　

入
れ
作
り
教
室
」

　

牛
乳
パ
ッ
ク
や
余
っ
て
い
る
布

な
ど
、
家
庭
に
あ
る
材
料
を
使
っ
て

ミ
ニ
ハ
ッ
ト
型
の
小
物
入
れ
を
作
り

弘
前
地
区
環
境
整
備
セ
ン
タ
ー
か
ら

体
験
教
室
参
加
者
募
集
の
お
知
ら
せ

興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い

～特定健診を受けよう～～特定健診を受けよう～

　特定健診では生活習慣病を早期に発見します。生活習慣病は改善できますが、自覚症状がないので血液の中の

糖や脂（血管を痛めるもの）がどのくらいあるかわからないと改善できません。

　健診を受けて病気を早期に発見し治療をすることによって医療費も安く済みます。

100.00

90.00

80.00

70.00

60.00

50.00

40.00

30.00

20.00

10.00

0.00

（万円）

120

110
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0.1 0.7
3.5

24.8

47.2

78.1

104.7

115.2

１９５０
(昭和２５)

１９６０
(昭和３５)

１９７０
(昭和４５)

１９８０
(昭和５５)

１９９０
(平成２)

２０１０
(平成２２)

１９９０
(平成２)

２０１４
(予算ベース)

２０００
(平成１２)

1 9 7 0 1 9 8 0 1 9 9 0 2 0 0 0 2014（予算ベース）

国民所得額（兆円）Ａ 61.0 203.9 346.9 371.8 370.5

給付費総額（兆円）Ｂ 3.5（100.0%） 24.8（100.0%） 47.2（100.0%） 78.1（100.0%） 115.2（100.0%）

（内訳）年　金 0.9（ 24.3%） 10.5（ 42.2%） 24.0（ 50.9%） 41.2（ 52.7%）  56.0（ 48.6%）

　　　　医　療 2.1（ 58.9%） 10.7（ 43.3%） 18.4（ 38.9%） 26.0（ 33.3%）  37.0（ 32.1%）

　　　　福祉その他 0.6（ 16.8%）  3.6（ 14.5%）  4.8（ 10.2%） 10.9（ 14.0%）  22.2（ 19.3%）

Ｂ／Ａ 5.77% 12.15% 13.61% 21.01% 31.09%

一人当たり社会保障給付費（右目盛）

年金

医療

福祉その他

一人当たり社会保障給付費

年　金

医　療

福祉その他

　町の特定健診受診率は左グラフのように40％台です。ぜひ町民　町の特定健診受診率は左グラフのように40％台です。ぜひ町民

の皆さんには自分のために、そして皆のためにも健診を受けていの皆さんには自分のために、そして皆のためにも健診を受けてい

ただきたいと思います。ただきたいと思います。

　　申込みをしている方は早めに予約をして健診を受けましょう！申込みをしている方は早めに予約をして健診を受けましょう！

■お問合せ　福祉課健康係(内線2120)■お問合せ　福祉課健康係(内線2120)

　皆さんは特定健診等の町の健診を受けていますか？　皆さんは特定健診等の町の健診を受けていますか？

　国では年金、医療、福祉その他の社会保障給付費が年々増加し何とか抑えようとしていますが、表のように国　国では年金、医療、福祉その他の社会保障給付費が年々増加し何とか抑えようとしていますが、表のように国

民所得額に対して給付費総額が占める割合は3割を超えています。民所得額に対して給付費総額が占める割合は3割を超えています。

　給付費の中で予防できるのは医療です。そこで国は生活習慣病予防で医療費を抑制しようと各医療保険者に健　給付費の中で予防できるのは医療です。そこで国は生活習慣病予防で医療費を抑制しようと各医療保険者に健

診を義務づけました。診を義務づけました。

出 稼 ぎ 土 工 作 業 員　募 集

①募集内容　見習工(18歳～)、

　　　　　　一般工(経験者、65歳位まで)

②仕事内容　一般土木、舗装工事　

③勤 務 先　(有)三幸舗道　044ー820ー8158

　　　　　　川崎市高津区久地３－12－13

④賃金(日給)　 見習工10,000円～(手当含)

　　　　　　一般工12,500円～(手当含)

⑤そ の 他　・食費支給　３食　1,500円

　　　　　　・旅費支給

　　　　　　・健康保険、厚生年金あり

　　　　　　・退職金制度あり

※詳細については、面談を行った上で決定します。

お問合せ

(有)三幸舗道青森事務所　横山　/FAX 75ー2728

広
報
ふ
じ
さ
き
有
料
広
告

健診有無別一人当たりの医療費 藤崎町 同規模町村

生活習慣病対象者

一人当たり／年

健診受診者 139,900円 114,460円

健診未受診者 231,340円 297,530円

　国は各保険者毎に健診受診率の目標を設定し、国保は60％です。60％以上の町民が健診を受けることで重症化を予防

できるとされているので、病院に行っているから健診を受けないと言わず、重症化予防のためにも健診を活用しましょう。

%
52.0

50.0

48.0

46.0

44.0

42.0

40.0

38.0

49.7

45.7

45.0

44.0

43.1

43.9
45.3

Ｈ
26
年
度

Ｈ
25
年
度

Ｈ
24
年
度

Ｈ
23
年
度

Ｈ
22
年
度

Ｈ
21
年
度

Ｈ
20
年
度

特定健診受診率の推移

　健診を受けている人と受けて

いない人の医療費はこんなにも

違うよ！
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こんにちは国保係です

◆ 国保税は国保を支える大切な財源です ◆

◆国民健康保険税の納付について

　国民健康保険税は、上記のような一定の基準により算定した税額を世帯主に通知し、毎年７月から翌年２月

までの８期に分けて納付していただくこととなっています。

　原則として各納期内に納めていただくこととなっていますが、失業その他の理由による納付や分割納付の相

談、あるいは災害等による減免の申請等を希望される場合は、役場税務課までお問合せください。

後期高齢者医療制度への加入に伴う国保税の緩和措置
○低所得者に対する軽減についての配慮

　保険税の軽減を受けている世帯の被保険者が後期高齢者医療制度に移行することにより、国保の被

保険者が減少しても、移行した時点での国保世帯主が国保世帯主を継続することで、緩和措置が適用

となりますが、何らかの事情で国保の世帯主変更があった場合、緩和措置は適用されません。

○後期高齢者医療制度移行に伴う経過措置

　同一世帯の国保被保険者が後期高齢者医療制度に移行することにより、国保被保険者が１人となっ

た世帯は、対象となってから５年間は保険税の平等割額(医療保険分・後期高齢者支援金分)が２分の１

軽減、その後３年間は４分の１軽減されます。

○被用者保険の被扶養者の加入に伴う減免措置

　旧被扶養者(被用者保険に加入していた扶養者の方が後期高齢者医療制度に加入したために、新たに

国保の被保険者となった被扶養者で65歳以上の方)には、申請により医療分国保税と後期高齢者支援金

分国保税の所得割額を賦課せず、均等割額も半額となり、世帯の国保被保険者全員が旧被扶養者に該

当する場合には、平等割額も半額となります。

※軽減制度において均等割額および平等割額の７割軽減、５割軽減に該当する場合は、それぞれの金額

が半額以上減額されますので、重ねて減免は適用されません。

　国民健康保険(国保)は、加入者のみなさんが保険税を負担し合うことにより、万が一病気やけがをした時に

医療費の一部を支払うことで、安心して必要な治療を受けることのできる相互扶助を目的とした制度です。

◆平成27年度の国民健康保険税率等

　※保険税額は医療分・後期高齢者支援金分・介護分の各税額を合算した金額になります。

　※介護分は、40歳以上65歳未満の加入者が対象となります。

平成27年度の国民健康保険税についてお知らせします

納付月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月

期　別 第１期 第２期 第３期 第４期 第５期 第６期 第７期 第８期

区　　　分 医　療　分 後期高齢者支援金分 介　護　分

①所得割額
加入者の平成26年中の
所得に応じて算定

8.6％ 2.6％ 2.0％

②均等割額 加入者１人当たりの定額 19,200円 6,000円 8,100円

③平等割額 １世帯当たりの定額 23,400円 7,200円 4,500円

保険税額
①＋②＋③
(ただし賦課限度額まで)

賦課限度額
52万円

賦課限度額
17万円

賦課限度額
16万円

■お問合せ　　○資格に関するお問合せ　住民課国保年金係(内線2132～2134)

　　　　　　　○税額に関するお問合せ　税務課住民税係　(内線2105、2106)

　　　　　　　○納付に関するお問合せ　税務課収納係　　(内線2107、2409)

後期高齢者の皆さまへ後期高齢者の皆さまへ ■■お問合せお問合せ　住民課国保年金係(内線2133)　住民課国保年金係(内線2133)

◆保険料の通知について　

　本年度の後期高齢者医療保険料は、平成26年中の所得を基に決定されます。

　対象者には７月上旬に通知書を送付します。

◆平成27年度の保険料について

　○所得が低い方に対する軽減　

　　世帯内の後期高齢者医療制度の被保険者全員と世帯主の総所得金額等の合計額が次の要件のいずれかに

　該当する場合、均等割額から次の額が軽減されます。

　○保険料の減免　

　　天災その他の特別な事情などで保険料の納付が著しく困難となった場合は、申請により減免等を受け

　られることがありますので、お早めにご相談ください。

◆後期高齢者医療保険者証の一斉更新について

　　平成27年８月１日は被保険者証の更新日です。新しい保険者証は、７月中旬に住民課国保年金係から

　郵送します。有効期限は平成29年７月31日までとなります。

　　現在お使いの被保険者証は、平成27年８月１日以降使用できませんので、住民課国保年金係窓口に

　返還していただくか、裁断のうえ確実に破棄してください。（郵送による返還もできます。）

　※新しい被保険者証の記載内容に誤り等がありましたら、住民課国保年金係までお申し出ください。

　※平成26年中の所得状況等により、８月１日から医療機関窓口での自己負担割合が変わる場合があります。

◆後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証について

　認定証を医療機関の窓口で提示すると、１か月当たりの医療費の自己負担額や入院時の食事代が減額されます。

　○交付対象者　

　　次の①または②に該当する方は、申請により認定証の交付を受けることができます。

　　①低所得区分Ⅱ…町民税非課税の世帯に属する方

　　②低所得区分Ⅰ…町民税非課税の世帯で、世帯全員の各所得が０円(公的年金収入が年額80万円以下)

　　　　　　　　　　である世帯に属する方および老齢福祉年金受給者

　○申請方法　

　　新たに①または②に該当する方には、７月中旬にお知らせと申請書を送付しますので、国保年金係窓

　口で申請手続きをしてください。

　※既に交付を受けている方の認定証の有効期限は７月31日(金)です。平成26年中の所得状況等により引

　　き続き認定される方には新しい認定証を送付しますので、更新手続きを行う必要はありません。

　○申請に必要なもの　

　　後期高齢者医療被保険者証、申請書、印鑑

後期高齢者医療保険者の皆さまへ

要　件 軽減額

33万円以下かつ被保険者全員の年金収入が80万円以下(その他各種所得がない) 36,463円(９割軽減)

33万円以下 34,437円(8.5割軽減)

33万円＋(26万円×被保険者数)以下 20,257円(５割軽減)

33万円＋(47万円×被保険者数)以下  8,103円(２割軽減)

＋ ＝

【被保険者全員が納める額】

均等割額(40,514円)

【所得に応じて納める額】

※１…基礎控除後の所得＝総所得金額ー33万円

所得割額(基礎控除後の所得(※１)×所得割額(7.41％)
保　険　料

(限度額57万円)

地元だから安心!!　塗り替えは第二のマイホームづくりです。

（有）木  村  塗  装
TOTO    光触媒塗装（光が洗う壁）

旭硝子  フッ素塗装（最高級塗料）登録施工店　認定番号　G0102015

その他にも各種仕上材　お気軽にご相談ください。

藤崎町大字西豊田三丁目２－４

TEL 75－5101  FAX 75－5102

１級技能士　　　　　４名

２級技能士　　　　　１名

２級建築施工技師　　４名

代表取締役　木村　悦穂
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　　　　防災行政無線の放送内容を電話で確認できます　　　　　75ー6371・75－6372　　　　　　　　　　　※通話料は利用者負担となります。　お問合せ　総務課行政係 (内線2 2 0 6・ 2 0 0 4 )
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　保険証に変更があったときは1 4日以内に届出を !

消防だより
東消防署北分署 75ー3333

平成27年度全国統一防火標語

｢無防備な 心に火災が かくれんぼ」

熱中症を予防して楽しい夏を！
　毎年、夏になると熱中症になる人が増え、死亡事故も発

生しています。熱中症を知って、しっかり予防し、元気な

夏を過ごしましょう。

◆熱中症とは？

　熱中症とは、室温や気温が高い中で

の作業や運動などにより、体内の水分

や塩分などのバランスが崩れ、体温調

節の機能が働かなくなり、めまい、体

がだるい、体温上昇、ひどくなると意

識の異常やけいれんなど、様々な症状

をおこす病気です。

　また、家の中でじっとしていても室温や湿度が高いと熱

中症になる場合がありますので、注意が必要です。

　消防庁の調査によると昨年７月の熱中症による救急搬送

者の内訳は、高齢者が約46％、乳幼児と少年が約16％を占

めています。高齢者の特徴としては、汗をかきにくかった

り、暑さを感じにくいため気づかないうちに熱中症になる

傾向があります。

　また、子どもは地面の照り返しにより、高い温度にさら

されたり、体温調節機能が未熟なため、熱中症にかかりや

すくなっています。

◆熱中症予防のポイント

①部屋の温度をこまめにチェックしましょう。

②室温は28℃を超えないように、エアコンや扇風機を上

手に使いましょう。

③のどが渇いたと感じたら必ず水分補給しましょう。

④のどが渇かなくてもこまめに水分補給しましょう。

⑤外出の際は涼しい服装で、帽子や日傘なども利用しま

しょう。

⑥無理をせず、適度に休憩をしましょう。

◆熱中症の応急手当

①涼しい場所へ移動し、衣服を緩め、安静に寝かせましょう。

②エアコンをつけ、扇風機やうちわなどで風をあて、体

を冷やしましょう。

③首、脇の下、太もものつけねなどを冷やしましょう。

④飲めるようであれば、水分を少しずつ頻回に取らせま

しょう。

⑤まったく動けない、意識がない、全身のけいれんがあ

るなどの場合は救急車を呼びましょう。

■お問合せ　住民課国保年金係(内線2134)、弘前年金事務所国民年金課　27ー1337

国民年金の保険料免除または猶予制度について

国民年金のお知らせ
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常盤診療所
診療時間 月 火 水 木 金 土

午前８時30分～正午 ○ ○ ○ ○ ○ ○

午後２時～午後６時 ○ ○ ○ ○

～禁煙外来・往診・まき爪の治療も行っています～

(日・祝日休診)

　健診でからだからのお便りをチェック！

　良い習慣の積み重ねで健康に。生活を見

直し、健やかな毎日を送りましょう。

　常勤の管理栄養士、健康運動指導士がお

手伝いいたします。どうぞご相談ください。

藤崎町常盤字富田21－６　0172ー65ー2210

　所得が少ないなど、保険料を納めることが経済的に困難な場合には、本人の申請手続によって保険料の納

付が免除または猶予される制度があります。

①免除制度　全額免除・・・保険料の全額を免除　　※平成27年度は月額15,590円

　　　　　　一部免除・・・保険料の一部を免除（4分の3免除・半額免除・4分の1免除）

　※本人、配偶者、世帯主それぞれの前年の所得が所得基準額以下であれば、免除を受けることができます。

～免除が承認された場合の保険料額(平成27年度)～

全額免除 ４分の３免除 半額免除 ４分の１免除

保険料月額 ０円 3,900円 7,800円 11,690円

※減額された保険料を納めない期間は、未納扱いとなりますのでご注意ください。

②若年者納付猶予制度・・・30歳未満の方で本人または配偶者の前年の所得が一定以下の場合、保険料の

　　　　　　　　　　　　　納付が猶予されます。

＜所得基準＞

○全額免除　　　　(扶養親族等の数＋１)×35万円＋22万円

○４分の３免除　 　78万円

○半額免除　　　　118万円　　　＋　扶養親族等控除額　＋　社会保険料控除額等

○４分の１免除　　158万円

※平成27年7月～平成28年6月分の申請については、平成26年中の所得で審査します。

③学生納付特例制度・・・学生の方で本人の前年所得が一定額以下の場合、保険料の納付が猶予されます。

＜所得基準＞　(扶養親族等の数×38万円）＋118万円

　①～③の期間は老齢・障害・遺族基礎年金を受けるために必要な期間に算入されます。

　※一部免除については、減額された保険料を納付しないと一部免除が無効となり、未納期間となります。

　①の期間にかかる老齢基礎年金の金額は、保険料を全額納付した場合と比較して次のとおりです。

平成21年3月まで 平成21年4月から
全額免除 6分の2 8分の4
３／４免除 6分の3 8分の5
半額免除 6分の4 8分の6
１／４免除 6分の5 8分の7

　②、③の期間については、老齢基礎年金を受けるために必要な期間には算入されますが、老齢基礎年金の額には

算入されません。

　将来満額の老齢基礎年金を受け取るために、①～③の期間については10年以内であれば遡って保険料を納める

こと（追納）ができます。

　過去３年度以前（平成24年度以前）の後納保険料には、当時の保険料額に加算額がつきます。

2015 7 広報ふじさき13

■お問合せ　福祉課健康係(内線2121～2124）

 
　満１歳のお誕生日を迎えたらＭＲ(麻し

ん・風しん)の予防接種を受けましょう。

　また、すこやか健診等の日程一覧表は、

町ホームページに掲載しています。

月

８月27日(木)【パパママ教室】
　●対　象　Ｈ27年３月～Ｈ27年６月までに妊
　　　　　　娠を届け出た方
　●受　付　18:45～19:00
　●場　所　町文化センター
　●内　容　赤ちゃんのお風呂の入れ方、抱き方
　　　　　　等を学習します。パパになる方は体験
　　　　　　モデルで妊娠疑似体験もできます。
　●持ち物　母子手帳
※参加ご希望の方は７日前までにご連絡ください。

８月12日(水)【乳児健診】
　●対　象　Ｈ27年３月～４月生
　●受　付　13:00～13:15
　●場　所　町文化センター
　●内　容　身体計測、内科、股関節脱臼検診、
　　　　　　保健指導、栄養指導
　●持ち物　母子手帳、ふじさきっず、問診票
　　　　　　バスタオル等

８月19日(水)【７か月児健康相談】
　●対　象　Ｈ26年12月～Ｈ27年１月生
　●受　付　9:30～9:45
　●場　所　町文化センター
　●内　容　身体計測、離乳食のお話・試食、
　　　　　　生活リズムや発達のお話
　●持ち物　母子手帳、ふじさきっず、問診票
　　　　　　バスタオル等
※参加ご希望の方は７日前までにご連絡ください。

８月19日(水)【母子健康相談】
　●対　象　妊婦・生後３か月以上の乳幼児
　●受　付　10:00～11:00
　●場　所　町文化センター
　●内　容　妊娠中のアドバイス、乳幼児の身
　　　　　　体計測、育児相談
　●持ち物　母子手帳、ふじさきっず、問診票
　　　　　　バスタオル等

８月５日(水)・19日(水)【こころの健康相談】
　●時　間　9:00～12:00
　●場　所　(５日）常盤老人福祉センター
　　　　　　(19日）藤崎老人福祉センター

８月21日(金)・28日(金)【傾聴サロン】
　●時　間　13:00～15:00
　●場　所　(21日）常盤老人福祉センター
　　　　　　(28日）町文化センター

８
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藤崎町図書館
　　　　大夢
　75－2288としょかんだよりとしょかんだよりとしょかんだよりとしょかんだよりとしょかんだよりとしょかんだより

◎最新着図書
☆一般図書
○「りんごをアップルとは呼ばせない」 黄 孝春・平本 和博/著
○「農業で成功する人うまくいかない人」　　 澤浦 彰治/著
○「旅する八百屋」　　　　　　　　　　 青果ミコト屋/著
○「ハンドメイドレクで元気!手づくり雑貨」 寺西 恵里子/著
〇「ウィメンズマラソン」　　　　　　　　 坂井 希久子/著
○「私の恋人」　　　　　　　　　　　　　  上田 岳弘/著
○「砂の王宮」　　　　　　　　　　　　　　  楡 周平/著
○「中島ハルコの恋愛相談室」　　　　　　  林 真理子/著
○「日付変更線」上・下　The Date Line　　　  辻 仁成/著
○「七夕の雨闇　毒草師」    　　　　　　　 高田 崇史/著
○「書斎の鍵」　　　　　　　　　　　　　  喜多川 泰/著
☆児童図書 　
○「自由研究にぴったり！夏休みの自然観察」 中村 忠昌/監修
○「かもめたくはいびん」　　　　　  いしい ひろし/作・絵
○「ニンニンジャーかぞく」　　　　　　　　  のぶみ/さく
☆郷　土
○「棟方志功の風景画」　 　　　　　　　 長部 日出雄/著
○ 津軽安東版「ハムレット」　 　　　　　 篠崎 淳之介/著
○「知られざる雪中行軍」　 　　　　　　　 川口 泰英/著
〇「ツガルさん」　　　　　　　　　　  ゆみちゃん/絵と文
※都合により、一部納期が遅れることがあります。

◎20１５年 課題図書
第6１回青少年読書感想文全国コンクール課題図書
　応募に関するお問い合わせは、在籍校でご確認ください。
○小学校低学年の部
・「あしたあさってしあさって」・「クレヨンからのおねがい！」 
・「かあさんのしっぽっぽ」・「はこぶ」　　　　　　　　  
○小学校中学年の部
・「かぐやのかご」・「パオズになったおひなさま」
・「お話きかせてクリストフ」・「ぼくはうちゅうじん」
○小学校高学年の部
・「ぼくの、ひかり色の絵の具」・「ぼくとテスの秘密の七日間」
・「ちいさなちいさな」・「レジェンド！」　　　　　　
○中学校の部
・「夏の朝」・「ブロード街の１２日間」・「うなぎ 一億年の謎を追う」
○高等学校の部
・「希望の海へ」・「ペンギンが教えてくれた物理のはなし」
・「マララ　教育のために立ち上がり、世界を変えた少女」

◎藤崎町図書館 大
たい む

夢 休館日
☆７月の休館日　
　６日(月)・13日(月)・19日(日)・20日(月・祝)
　27日(月)・31日(金)
※７月31日(金)は図書整理のため休館させていただきます。
※休館日に図書返却する場合は、正面玄関脇の返却ポ
ストをご利用ください。

☆７月の開館時間延長日
・午前９時～午後８時　1８日(土)
・午前９時～午後6時　　1日(水)・8日(水)・15日(水)
　　　　　　　　　　　22日(水)・２９日(水)

◎おはなし会開催のおしらせ
☆定例おはなし会　　　　　　　　　　　　　　

・・い　　つ　７月11日(土)　午前10時～午前10時45分
・・ど こ で　常盤生涯学習文化会館　児童室
・・おはなし　ときわっ子本の会
　テーマ：「 わぁ～い 夏休み おもいっきり ワクワク 」
　　　　　　本を見ないで、ことばだけで物語をお話しします。
・・対　　象　 小学生 その他おはなしの好きな方
※始まりの時間に間に合わないと中に入れませんので、
　開始時間前までにおいでください。

☆図書館事業おはなし会「夏の夜のおはなし会」
・・い　　つ　７月18日(土)　午後６時30分～午後８時
・・ど こ で　ふれあいずーむ館
・・おはなし　わっこの会
　テーマ：『夏の森へようこそ！虫さんたちがまってるよ』
　　　　　・「とべないホタル」
　　　　　・「かまきり」
　　　　　・「かぶとむしのぶんた」　ほか
・・対　　象　 小学生 その他おはなしの好きな方
※定期おはなし会「おはなしのとびら」はお休みします。

◎本の寄贈ありがとう
・ともしび会　　会長　木村　様　　　35冊
・青森市浪岡　　　　　飯野　様　　　52冊
・常盤　　　　　　　　伊藤　様　　　29冊
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清
水　

川
魚

あ
の
針
が
こ
ん
な
に
痛
い
蜂
の
毒

無
垢
な
児
の
意
見
大
人
を
ギ
ョ
ッ
と
さ
せ

黒
幕
の
意
見
に
ゆ
れ
る
水
面
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

成
田　

波
麻

一
人
っ
子
甘
く
育
て
た
付
け
を
知
る

不
用
意
な
言
葉
が
胸
を
踏
み
に
じ
る

親
の
意
見
耳
に
届
か
ぬ
反
抗
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
呂　

文
坊

育
児
よ
り
認
知
の
親
に
骨
軋
む

底
辺
の
生
活
に
痛
い
消
費
税

自
己
主
張
持
た
ぬ
バ
ッ
チ
が
多
す
ぎ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中
さ
ち
子

母
の
日
に
親
子
の
絆
確
か
め
る

つ
ら
い
顔
新
茶
の
あ
ぶ
く
映
し
て
る

投
票
所
一
番
乗
り
に
託
す
夢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
井　

藤
人

子
育
て
が
済
め
ば
介
護
待
っ
て
い
る

適
齢
期
過
ぎ
て
近
所
の
目
が
痛
い

正
論
を
吐
け
ば
茨
の
道
と
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林
行
々
子

一
円
に
意
見
さ
れ
て
る
特
売
日

説
を
枉
げ
意
見
取
り
消
す
生
き
上
手

懸
命
に
育
児
の
効
あ
り
反
抗
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
谷　

結
城

目
覚
め
る
と
僕
は
ム
カ
デ
に
な
っ
て
い
た

習
い
た
て
グ
ッ
ド
モ
ー
ニ
ン
グ
ま
だ
訛
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
谷　

み
つ

聞
く
耳
は
持
た
ぬ
若
者
暴
走
す

サ
イ
レ
ン
に
ギ
ッ
ク
リ
腰
も
起
き
て
き
た

理
想
通
り
い
か
ぬ
育
児
に
ギ
ブ
ア
ッ
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
井　

朗
風

襟
元
に
溜
ま
る
出
番
の
無
い
意
見

盛
り
場
の
灯
が
少
年
を
眠
ら
せ
ず

育
児
書
を
読
ん
で
半
分
母
に
な
る

互
選
句
「
遺
産
」

　

出
席
者
全
員
選 

最
高
得
点
句

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
呂　

文
坊

核
の
ゴ
ミ
皆
ん
な
横
向
く
負
の
遺
産

　

６
月
４
日(

木)

町
文
化
セ
ン
タ
ー
に
て

「
〜
シ
ナ
プ
ソ
ロ
ジ
ー
〜
頭
と
体
の
健

康
体
操
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

シ
ナ
プ
ソ
ロ
ジ
ー
は
頭
を
使
っ
て
体

を
動
か
す
の
で
、
認
知
症
予
防
や
集
中

力
・
記
憶
力
を
高
め
ま
す
。
最
初
は
ぎ

こ
ち
な
か
っ
た
受
講
生
も
、
講
師
の
永

澤
真
珠
子
氏
の
か
け
声
に
あ
わ
せ
、
楽

し
く
体
を
動
か
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
頭
で
は
理
解
し
て
も
、
手
足
が

反
対
に
出
て
し
ま
っ
た
り
と
、
笑
い
声

の
絶
え
な
い
講
座
と
な
り
ま
し
た
。

①
「
第
10
回
あ
す
か
美
術
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
員
展
」

「
常
盤
美
術
ク
ラ
ブ
か
ら
〜
あ
す
か

美
術
ク
ラ
ブ
へ
」
の
テ
ー
マ
で
、
油
彩

や
ア
ク
リ
ル
、
浮
世
絵
等
、
発
足
当
時

の
会
員
か
ら
現
在
活
躍
中
の
会
員
の
作

品
が
並
び
ま
す
。
父
子
と
も
に
活
躍
さ

れ
た
石
沢
信
弥
さ
ん
と
暁
夫
さ
ん
の

作
品
、
猪
股
京
子
さ
ん
の
内
閣
総
理
大

臣
賞(

第
41
回
日
象
展)

受
賞
の
作
品
な

ど
全
28
点
展
示
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

　

６
月
26
日(

金)

〜
７
月
５
日(

日)

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

◆
休
館
日　

月
曜
日

②
「
村
田
孝
嗣
写
真
展
〜
津
軽
野
〜
」

　

村
田
孝
嗣
さ
ん
は
長
年
教
員
と
し

て
勤
め
、
藤
崎
小
、
明
徳
中
学
校
に

も
勤
務
し
て
い
ま
し
た
。
退
職
後
さ

ま
ざ
ま
な
自
然
再
生
活
動
に
参
加
し

な
が
ら
、「
少
し
で
も
多
く
の
人
に
、

故
郷
の
自
然
を
知
っ
て
欲
し
い
。
」

と
写
真
を
撮
り
続
け
て
い
ま
す
。

　

写
真
を
通
し
て
津
軽
野
の
草
花
、

季
節
、
そ
こ
に
生
き
る
物
の
姿
を
感

じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
日
時　

　

７
月
17
日(

金)

〜
７
月
26
日(

日)

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

　

(

最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で)

◆
休
館
日　

７
月
20
日(

月
・
祝)

◆
会　

場

　

常
盤
ふ
る
さ
と
資
料
館
あ
す
か

◆
入
館
料　

無
料

◆
お
問
合
せ

　

常
盤
ふ
る
さ
と
資
料
館
あ
す
か

　

☎
65
ー
４
５
６
７

藤崎いきいき生活大学のお知らせ
７月開催講座
○大人の社会科見学　～田舎館・黒石編～
◆日　　時　７月１４日(火)　午前９時２０分～午後２時３０分

◆場　　所　田舎館村(田んぼアート、刀鍛冶場)・黒石市(こみせ通り)

◆講　　師　田舎館村職員、刀匠 中畑國廣さん、こみせ観光ボランティアガイド

◆参 加 費　1,500円
◆募集人数　先着30名
◆主な日程　【9:20】生涯学習文化会館出発→【9:40】町文化センター出発→
　　　　　　【10:00】第１田んぼアート見学→【10:50】刀鍛冶作業場見学→
　　　　　　【11:50】昼食(レストラン御幸)→【12:30】こみせ通り見学→
　　　　　　【14:00】出発→【14:30】生涯学習文化会館到着予定(町文化センター経由)
◆申 込 み　参加費を添えて７月10日(金)までにお申込みください。

○誰でも手軽に健康づくり　スポーツ吹き矢
◆日　　時　７月２３日(木)　午前１０時～午前１１時３０分

◆場　　所　スポーツプラザ藤崎

◆講　　師　スポーツプラザ藤崎　三上優香里さん

◆受 講 料　150円(マウスピース代)
◆募集人数　先着30名
◆申 込 み　参加費を添えて７月16日(木)までにお申込みください

◆申込・お問合せ　常盤生涯学習文化会館　☎65ー3100　　町文化センター　☎75ー3311

◎いつでも気軽に読書が楽しめます～ふれあいずーむ館休憩コーナーへ本を設置

　ふれあいずーむ館が開いている時間はいつでもご利用できます。
　コーヒーやお茶を片手に本が読めます。ちょっと一息休憩したい方や、お子様と一緒
に気兼ねなく本を楽しみたい方など、どうぞご自由にご利用ください。

弘前市代官町通り
（紀伊國屋書店さん横） TEL.0172 - 3333 - 50165016
※聞こえのご相談、出張サービスも行っております。※聞こえのご相談、出張サービスも行っております。

補聴器センター

【認定補聴器専門店】
公益財団法人テクノエイド協会公益財団法人テクノエイド協会

て　んて　ん し ょ うし ょ う ど　うど　う

のの

てんちゃんてんちゃん

てんてんて
んてんて
んてん

方
ますすすすすす

　　　　 　　

　　　　　　 　　
　 　　　　
　　　　　　

広
報
ふ
じ
さ
き
有
料
広
告
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姉
を
有
し
就
園
し
て
い
る
第
２
子

　

以
降
の
い
る
世
帯

※
申
請
書
類
関
係
に
つ
い
て
は
、
町

　

教
育
委
員
会
学
務
課
ま
で
お
問
合

　

せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
】

　

町
教
育
委
員
会
学
務
課

　

(

常
盤
生
涯
学
習
文
化
会
館
内)　

　

☎
69
ー
５
０
１
０

◆
応
募
条
件

　

７
月
〜
９
月
の
間
、
電
気
使
用
量
が

前
年
同
月
よ
り
削
減
さ
れ
て
い
る
こ
と

◆
応
募
方
法　

・
「
電
気
使
用
量
の
お
知
ら
せ
」

　

(

検
針
票)

の
原
本
ま
た
は
写
し
を
、

　

募
集
チ
ラ
シ
を
使
っ
た
封
筒
に
入

　

れ
て
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

・
応
募
は
１
か
月
を
一
口
と
し
て
、

　

最
大
３
か
月
分
ご
応
募
で
き
ま
す
。

※
詳
し
い
応
募
方
法
は
県
庁
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ(http://w

w
w
.pref.ao

m
o
ri.

lg.jp
/n
atu
re/kan

kyo
/setsu

d
en
-

challenge.htm
l)

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

抽
選
で
１
０
０
名
様
に
カ
ー
ボ
ン
オ

フ
セ
ッ
ト
付
ク
オ
カ
ー
ド
１
０
０
０
円
分

◆
応
募
締
切　

　

10
月
30
日(

金)

※
当
日
消
印
有
効

【
申
込
・
お
問
合
せ
】

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
青
森
県
環
境

　

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
１
７
ー
７
２
１
ー
２
４
８
０

　

(
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
ま
で)

※
こ
の
欄
に
載
せ
た
く
な
い
方
は
、

　

届
出
の
時
に
、
窓
口
に
申
し
出
て

　

く
だ
さ
い
。

窓籍戸 の ５月届出分

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
　
　
　
　
　

 (　

）
内
保
護
者

水　

木　

倉
光　

虎た

い

が雅(

雄
太)

吉　

向　

工
藤　

光こ
う
し
ゅ
ん
隼(

光
人)

白　

子　
　

牛　

煌こ

う

ま真(

昌
彦)

水　

木　

小
田
切
皐こ

う

ま麻(

裕
輔)

常　

盤　

佐
藤　

陽ひ

の

と翔(

貴
彦)

矢　

沢　

櫻
田　

玄と

お

き季(

達
也)

中　

島　

成
田　

顕け
ん
え
い瑛(

周
平)

富　

柳　

大
崎　

稜り
ょ
う
ま真(

光
喜)

お
悔
や
み
申
し
あ
げ
ま
す

西
中
野
目　

櫻
庭
喜
代
治( 

82 )

藤　

越　

佐
藤
カ
チ
子( 

74 )

徳　

下　

笹
森　

ヌ
イ( 

95 )

小
学
校
通
り　

八
戸
や
し
子( 

89 )

柏
木
堰　

工
藤
フ
ミ
エ( 
89 )

福
左
内　

横
山
カ
ヲ
ル( 

78 )

藤　

越　

葛
原　

留
作( 

90 )

水　

木　

髙
木
キ
ミ
ヱ( 

88 )

中
野
目　

 

神  　

キ
ワ( 

94 )

俵　

舛　

木
村　

 

衛  ( 

82 )

福　

島　

古
川　

秀
紀( 

53 )

中　

島　

三
上　

誠
一( 

73 )

館
川
町　

浅
瀬
石
秀
德( 

60 )

福　

舘　

工
藤　

久
二( 

87 )

み
つ
や　

藤
本　

健
一( 

88 )

み
つ
や　

木
村　

義
衛( 

86 )

福
左
内　

横
山　

ト
セ( 

83 )

７月の町税等の納期

納期限は７月３１日(金)です

●介護保険料　　　　　　　第１期

●後期高齢者医療保険料　　第１期

●固定資産税　　　　　　　第２期

●国民健康保険税　　　　　第１期

県内の交通事故概況

(５月31日現在)

５月中 前年比 年間累計 前年比

件数 276件 －26 1,482件 －191

死者 ４人 ±０ 17人 ＋ ２

傷者 343人 －22 1,856人 －198

町の人口と世帯数

5月31日現在 前月比

人口　男 7,246人 －８

　　　女 8,290人 －17

合計 15,536人 －25

世帯 5,871世帯 －９

　そういう季節なのか、心持ち雨の日が多い気がします 。個人的に雨

は嫌いではないのでうれしいのですが、ふじワングランプリのときだけ

は絶対に降らないでおくれとただただ祈る日々を送っています。　(Ｓ)

ああ とと がが きき

◆
場　

所　

　

町
文
化
セ
ン
タ
ー
２
階
「
実
習
室
」

◆
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

◆
対　

象　

小
学
生
と
保
護
者

　

※
子
ど
も
だ
け
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

◆
メ
ニ
ュ
ー　

　

お
に
ぎ
ら
ず
、
か
ん
た
ん
サ
ラ
ダ
、

　

で
き
る
だ
し
野
菜
ス
ー
プ
、

　

レ
モ
ン
ラ
ッ
シ
ー

◆
材
料
費　

な
し

◆
申
込
締
切　

７
月
23
日(

木)

【
申
込
・
お
問
合
せ
】

　

藤
崎
町
食
生
活
改
善
推
進
員
会

　

会
長　

瓜
田　

☎
75
ー
５
３
０
３

　

町
で
は
、
家
庭
ご
み
の
減
量
・
リ

サ
イ
ク
ル
の
向
上
に
向
け
て
、
そ
の

他
の
紙
類(

雑
紙)

の
資
源
回
収
を
推

奨
し
て
い
ま
す
。

　

各
ご
家
庭
で
不
要
と
な
っ
た
そ
の

他
の
紙
類
に
つ
い
て
は
、
資
源
物
回

収
の
と
き
に
、
新
聞
や
雑
誌
等
と
一

緒
に
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
そ
の
他
の
紙
類(

雑
紙)

と
は

・
紙
箱
、
封
筒
、
包
装
紙
、
紙
の
芯
、

　

紙
パ
ッ
ク
、
手
さ
げ
袋
な
ど

※
新
聞
紙
、
雑
誌
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
、

　

紙
パ
ッ
ク
以
外
の
紙
製
品
を
表
し

　

て
い
ま
す
。

◆
そ
の
他
の
紙
類
の
上
手
な
ま
と
め
方

　

持
ち
手
の
部
分
が
紙
製
の
紙
袋
に

入
れ
て
ま
と
め
る
と
便
利
で
す
。

　

紙
の
原
料
と
な
ら
な
い
異
物
が
古

紙
に
混
ざ
る
と
再
生
の
妨
げ
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

　

あ
ら
か
じ
め
取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
。

　

ご
み
問
題
は
、
一
人
ひ
と
り
の
力

だ
け
で
は
解
決
で
き
ま
せ
ん
。
分
別

し
て
「
資
源
ご
み
」
に
出
し
、
リ
サ

イ
ク
ル
す
る
こ
と
で
、
資
源
を
守
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
合
せ
】

　

住
民
課
環
境
係(

内
線
２
１
３
７)

　

私
立
幼
稚
園
に
在
園
す
る
幼
児
が

い
る
世
帯
に
対
し
、
入
園
料
お
よ
び

保
育
料
を
所
得
状
況
に
応
じ
て
減
免

す
る
「
私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補

助
金
事
業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
対
象
と
な
る
幼
児

　

私
立
幼
稚
園
に
在
園
す
る
幼
児

※
た
だ
し
、
今
年
度
よ
り
子
ど
も
・

　

子
育
て
支
援
新
制
度
対
象
外
の
私

　

立
幼
稚
園
に
在
園
す
る
幼
児
と
な

　

り
ま
す
の
で
入
園
し
て
い
る
幼
稚

　

園
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
と
な
る
世
帯

①
町
民
税
の
所
得
割
課
税
額
が

　

21
万
１
２
０
０
円
以
下
の
世
帯

※
所
得
割
課
税
額
に
つ
い
て
は
、
住

　

宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
前
の

　

税
額
を
用
い
て
決
定
し
ま
す

②
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
世
帯

③
同
一
世
帯
か
ら
２
人
以
上
就
園
し

　

て
い
る
世
帯

④
小
学
校
１
年
生
か
ら
３
年
生
の
兄

◆
日　

時

　

７
月
17
日(

金)

　

午
後
1
時
〜
午
後
1
時
40
分

◆
場　

所　

　

常
盤
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

２
階
「
会
議
室
」

◆
講　

師　

逢
坂　

久
美
子
さ
ん

　

(

認
定
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー)

◆
参
加
料　

無
料

【
お
問
合
せ
】

　

福
祉
課
健
康
係(

内
線
２
１
２
１)

　

「
ヘ
ル
シ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
」

　

お
野
菜
た
っ
ぷ
り
・
５
０
０
キ
ロ

　

カ
ロ
リ
ー
満
足
ご
は
ん

◆
日　

時

　

７
月
16
日(

木)

　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

◆
場　

所　

　

町
文
化
セ
ン
タ
ー
２
階
「
実
習
室
」

◆
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

◆
対　

象　

藤
崎
町
民

◆
メ
ニ
ュ
ー　

　

き
ゅ
う
り
と
鰻
の
混
ぜ
ご
飯
、

　

野
菜
の
含
め
煮
盛
り
合
わ
せ
、

　

野
菜
の
甘
辛
い
た
め
、
お
吸
い
物

◆
材
料
費　

１
０
０
円(

当
日
徴
収)

◆
申
込
締
切　

７
月
８
日(

水)

　

「
お
や
こ
料
理
教
室
」

　

お
に
ぎ
ら
ず
で
か
ん
た
ん
朝
ご
は
ん

◆
日　

時

　

７
月
31
日(

金)

　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

藤
崎
町
食
生
活
改
善
推
進
員

会
か
ら
の
お
知
ら
せ

混
ぜ
れ
ば
ご
み
、
分
け
れ
ば
資
源

「
う
ち
エ
コ
い
い
ね
！
節
電  

チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
１
５
夏
」

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
友
の
会
か
ら

の
お
知
ら
せ

タ
ッ
ピ
ン
グ
タ
ッ
チ
の
お
知
ら
せ

(５月28日実施)

３歳児健診

健康な歯の
こどもたち

石澤　水
み ず ほ

穂ちゃん
(水　木)

中村　陽
ひ な

菜ちゃん
(林　崎)

福嶋　華
か れ ん

蓮ちゃん
(亀　田)

奈良岡璃
り せ

星ちゃん
(小学校通り)

仲宗根愛
あいる

琉ちゃん
(久井名舘)

浅井颯
そういちろう

一郎くん
(西　田)

齋藤　心
こ こ あ

愛ちゃん
(舟　場)

伊藤　陽
ひ な

菜ちゃん
(若　松)

木村　花
か の ん

音ちゃん
(藤　越)

成田　羽
わ く

来ちゃん
(小学校通り)

北畠　吏
つ か さ

紗ちゃん
(亀　田)

髙木　美
そ ら

空ちゃん
(若　松)

吉田　悠
ゆ う ま

真くん
(水　木)

高橋　音
ね ね

寧ちゃん
(小学校通り)

お
ひ
ざ
で
だ
っ
こ
・

　
　

お
は
な
し
の
く
に
へ
よ
う
こ
そ

◆
日　

時

　

７
月
10
日(

金)

　

午
前
10
時
〜
午
前
11
時
30
分

◆
場　

所　

　

ふ
れ
あ
い
ず
ー
む
館

　

ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば

◆
お
は
な
し　

　

い
わ
さ
き　

ま
り
こ
さ
ん

　

(

黒
石
市
お
は
な
し
む
く
む
く
代
表)

◆
内　

容　

・
ち
っ
ち
ゃ
な
お
と
も
だ
ち(

赤
ち

　

ゃ
ん)

と
楽
し
む
お
は
な
し

・
お
兄
ち
ゃ
ん
お
姉
ち
ゃ
ん
に
プ
レ

　

ゼ
ン
ト
す
る
お
は
な
し　
　

ほ
か

「
世
界
で
た
っ
た
ひ
と
つ

　
　
　
　
　

の
手
づ
く
り
絵
本
」
展

　

手
づ
く
り
絵
本
作
家
・
岩
崎
眞
里

子
さ
ん
の
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

　

子
育
て
中
の
方
だ
け
で
な
く
、
町

民
の
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
日　

時

・
７
月
10
日(

金)

　

午
前
11
時
〜
午
後
5
時

・
7
月
11
日(

土)

　

午
前
10
時
〜
午
後
８
時

・
７
月
12
日(

日)

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

◆
場　

所　

　

ふ
れ
あ
い
ず
ー
む
館
１
階
研
修
室

◆
主　

催　

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
友
の
会

◆
後　

援　

藤
崎
町

私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励
費

補
助
金
事
業
の
お
知
ら
せ

役場（75－3111） 常盤出張所（65－2111） 上下水道課（75－6025） 教育委員会　　(69－5010） ずーむ館（75－2288） 常盤生涯学習文化会館（65－3100） 町文化センター（75－3311） お知らせ
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藤崎町文化センター自主事業

　手や足が不自由だという理由で、ピアノをあきらめていませんか？

　ぜひフェスティバルに足を運んでください。そして、障がい者の皆さんの素晴らしい演奏を聴いて、ピアノを弾く、そしてピ

アノパラリンピックのステージで演奏するという大きな目標に向かって私たちといっしょにチャレンジしてみませんか？

○お話　「私とさっちゃんの、12年間の夢日記」
　駒井　優子(日本二分脊椎症協会 北東北地区長)

○招待演奏者
　・チャリティ「ネパールを救え！」特別企画
　　　Krishna Rai　(ネパール・視覚障害)
　　　※日本と同じ地震災害に苦しむ国・ネパールから
　　　　特別に演奏者として参加していただきます。
　・太田　将誉　(東京都・自閉症スペクトラム障害)
　・岩崎　花奈絵
　　　　　(東京都・脳性麻痺による四肢体幹機能障害)

○青森支部演奏者
　浅利　かれん　(青森市)
　後藤　藍衣香　(軽米町)

○地元演奏者
　工藤　陽妃　(藤崎町)
　駒井　さつき(平川市)
　坂本　浩大　(弘前市)

※現在出演者募集中

開場 13：00　開演 13：30

平成 年 月 日 (日)
日　時

藤崎町文化センター 大ホール会　場

１，０００円
(小学生以下８００円)
※当日券については事前にお問合せください。

入 場 料

町文化センター ☎75－3311お問合せ

主催　国際障害者ピアノフェスティバル委員会青森支部
共催　ＮＰＯ法人国際障害者ピアノフェスティバル委員会　ＣＩＰＦＤ
協賛　日本二分脊椎症協会　北東北地区
　　　難病・心身障がい児(者)を支えるみなの会
後援　藤崎町　藤崎町教育委員会　弘前市　弘前市教育委員会
　　　平川市　平川市教育委員会　黒石市　黒石市教育委員会

藤崎町プレミアム付商品券発売！

■お問合せ　藤崎町商工会　75－2370

藤崎町商工会

７月２５日(土) ～１２月２５日(金)
午前９時～午後５時(土・日・祝は午後４時まで)

平成２７年７月２５日(土)～平成２８年１月１７日(日)

１０,０００円
 特別販売：北常盤駅「ぽっぽら」
 ７月２５日(土) ～８月１６日(日)のうち土日のみ 
  午前９時～午後４時

12,000円分の12,000円分の

商品券を！商品券を！ で販売！で販売！


